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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プリント板収納本体と、前面パネルにプリント板が固定されて構成される電子機器ユニ
ットにおいて、
前記前面パネルは、
先端に第１凹部または第１凸部が設けられたフックと、
前記フックを外すための摘み部と、
を備え、
前記プリント板収納本体は、前記プリント板が固定された前記前面パネルが装着された際
に前記フックと係合し、前記第１凹部に嵌合する第２凸部、または前記第１凸部が嵌合す
る第２凹部が設けられた係止部を備え、
前記プリント板収納本体から前記前面パネルを取り外すために前記摘み部を摘んだ際に、
前記フックが、前記フックと前記係止部の係合状態が解消し、かつ、前記第１凹部と前記
第２凸部、または前記第１凸部と第２凹部の嵌合状態が解消する向きへと回転する、
ことを特徴とする電子機器ユニットのプリント板の固定構造。
【請求項２】
　前記摘み部は、略中央に前記摘み部の他の部分よりも曲げ弾性率が低くなるように構成
された中央部を備える、
ことを特徴とする請求項１に記載の電子機器ユニットのプリント板の固定構造。
【請求項３】



(2) JP 6219863 B2 2017.10.25

10

20

30

40

50

　前記摘み部は、前記摘み部の略中央に位置する曲げ支点において曲げ加工されて形成さ
れており、該曲げ支点からみて前記フック側が前記前面パネルの板面垂直方向に延設され
る方向に傾斜するように形成されている、
ことを特徴とする請求項１に記載の電子機器ユニットのプリント板の固定構造。
【請求項４】
　前記プリント板収納本体の上下もしくは後面に衝撃緩衝用フックを設けると共に、前記
プリント板に第３凹部または第３凸部を設け、
前記プリント板収納本体に前記プリント板を収納した際に、前記衝撃緩衝用フックと、前
記第３凹部または前記第３凸部とが係合する、
ことを特徴とする請求項１～３のいずれか１つに記載の電子機器ユニットのプリント板の
固定構造。
【請求項５】
　前記プリント板収納本体の後面に衝撃緩衝用フックを設けると共に、前記プリント板に
フック受け部を設け、
前記プリント板収納本体に前記プリント板を収納した際に、前記衝撃緩衝用フックと、前
記フック受け部とが嵌合する、
ことを特徴とする請求項１～３のいずれか１つに記載の電子機器ユニットのプリント板の
固定構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、プリント板の固定構造に関し、特にプリント板の取り外し方向に衝撃が加わ
った場合に、容易に抜けないよう衝撃方向に対する耐性の向上を図るプリント板の固定構
造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　図１に示すように、プリント板収納本体２と、前面パネル３にプリント板１が固定して
構成される電子機器ユニットにおいて、プリント板収納本体２の前面は、プリント板１が
固定された前面パネル３を装着固定できる開口を有し、上下面には、プリント板１をガイ
ドするガイドレール２ａを相互に対向して有し、後面は、ふさがれた壁面２ｂ、またはプ
リント板１を挿入したとき、プリント板１に設けられたコネクタ１ａを介してプリント板
回路と接続されるコネクタ２ｃを有して構成される。
【０００３】
　図２は、前面パネル３に固定されたプリント板１をプリント板収納本体２に収納した際
の、図１に示したプリント板１、プリント板収納本体２、前面パネル３の破線Ａにおける
断面を図１の手前側からプリント板１の板面に対して垂直に見た場合の断面図である。前
面パネル３には、プリント板収納本体２の係止部２ｄと係合するように上下にフック３ａ
を有して構成される。前面パネル３とプリント板収納本体２との固定構造は、特許文献１
にもあるように、前面パネルに設けたフックと収納本体のフック受けにて固定される。ま
た、前面パネル３に設けられた摘み部３ｂを上下からつまむことにより、フック３ａが矢
印方向に動作して係止部２ｄとの係合状態が解除され、プリント板収納本体２からプリン
ト板１を取り外すことができる。
【０００４】
　また、特許文献２，３に記載の構造では、フックの先端に凹部を設け、前記凹部と係合
する凸部としてプリント板の半田の隆起部分を用いている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】実開平０３－０５３８８８号公報
【特許文献２】実開昭６３－０５５４８４号公報
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【特許文献３】実開昭６３－０９８６９３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、特許文献１に記載の構造において、図３に示すように、例えば輸送中に
プリント板の取り外し方向(図中の衝撃Ｃの方向)に衝撃を受けた場合、弾性係合したフッ
ク３ａがその力を受けるが、大きな衝撃が加わった場合には、係合により発生する摩擦力
では耐え切れずフックがすべり、収納本体から外れる懸念がある。
【０００７】
　また、特許文献２，３においては、フックの先端に凹部を設け、半田部分を凸部とする
ことによってプリント板が容易に外れないようにしているが、プリント板を取り外す時の
構造を特段設けていないため、保守などの際にフックが外しにくいという課題があった。
【０００８】
　そこで本発明の目的は、電子機器ユニットのプリント板の固定構造において、プリント
板の取り外し方向に衝撃が加わった場合に容易に抜けず、保守などの際には容易に取り外
すことができるプリント板の固定構造を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本願の請求項１に係る発明は、プリント板収納本体と、前面パネルにプリント板が固定
されて構成される電子機器ユニットにおいて、前記前面パネルは、先端に第１凹部または
第１凸部が設けられたフックと、前記フックを外すための摘み部と、を備え、前記プリン
ト板収納本体は、前記プリント板が固定された前記前面パネルが装着された際に前記フッ
クと係合し、前記第１凹部に嵌合する第２凸部、または前記第１凸部が嵌合する第２凹部
が設けられた係止部を備え、前記プリント板収納本体から前記前面パネルを取り外すため
に前記摘み部を摘んだ際に、前記フックが、前記フックと前記係止部の係合状態が解消し
、かつ、前記第１凹部と前記第２凸部、または前記第１凸部と第２凹部の嵌合状態が解消
する向きへと回転する、ことを特徴とする電子機器ユニットのプリント板の固定構造であ
る。
【００１０】
　本願の請求項２に係る発明は、前記摘み部は、略中央に前記摘み部の他の部分よりも曲
げ弾性率が低くなるように構成された中央部を備える、ことを特徴とする請求項１に記載
の電子機器ユニットのプリント板の固定構造である。
【００１１】
　本願の請求項３に係る発明は、前記摘み部は、前記摘み部の略中央に位置する曲げ支点
において曲げ加工されて形成されており、該曲げ支点からみて前記フック側が前記前面パ
ネルの板面垂直方向に対して延設される方向に傾斜するように形成されている、ことを特
徴とする請求項１に記載の電子機器ユニットのプリント板の固定構造である。
【００１２】
　本願の請求項４に係る発明は、前記プリント板収納本体の上下もしくは後面に衝撃緩衝
用フックを設けると共に、前記プリント板に第３凹部または第３凸部を設け、前記プリン
ト板収納本体に前記プリント板を収納した際に、前記衝撃緩衝用フックと、前記第３凹部
または前記第３凸部とが係合する、ことを特徴とする請求項１～３のいずれか１つに記載
の電子機器ユニットのプリント板の固定構造である。
【００１３】
　本願の請求項５に係る発明は、前記プリント板収納本体の後面に衝撃緩衝用フックを設
けると共に、前記プリント板にフック受け部を設け、前記プリント板収納本体に前記プリ
ント板を収納した際に、前記衝撃緩衝用フックと、前記フック受け部とが嵌合する、こと
を特徴とする請求項１～３のいずれか１つに記載の電子機器ユニットのプリント板の固定
構造である。
【発明の効果】
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【００１４】
　本発明により、プリント板の取り外し方向に衝撃が加わった場合に容易に抜けず、保守
などの際には容易に取り外すことができるプリント板の固定構造を提供することができる
。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】電子機器ユニットのプリント板の固定構造の全体図である。
【図２】従来技術におけるプリント板収納本体への前面パネル装着状態を示す図である。
【図３】従来技術におけるプリント板の固定構造の問題を説明する図である。
【図４】本発明の第１の実施形態におけるプリント板収納本体への前面パネル装着状態を
示す図（１）である。
【図５】本発明の第１の実施形態におけるプリント板収納本体への前面パネル装着状態を
示す図（２）である。
【図６】本発明の第２の実施形態におけるプリント板収納本体への前面パネル装着状態を
示す図である。
【図７】本発明の他の実施形態におけるプリント板収納本体への前面パネル装着状態を示
す図（１）である。
【図８】本発明の他の実施形態におけるプリント板収納本体への前面パネル装着状態を示
す図（２）である。
【図９】本発明の他の実施形態におけるプリント板収納本体への前面パネル装着状態を示
す図（３）である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、本発明の実施の形態を図面と共に説明する。なお、従来技術と同一または類似す
る構成は同じ符号を用いて説明する。
　本発明では、前面パネルに設けたフックの先端に凹部または凸部を設けると共に、プリ
ント板収納本体には、前記凹部または前記凸部と嵌合するように対応する凸部または凹部
を設け、プリント板の取り外し方向に衝撃を受けた場合に、フックが上下のすべりで外れ
ないように、回転での係合をするように構成する。このような構造を設けることにより、
容易にフックが外れないようになると共に、保守の際にはフック後部に設けられた摘み部
を摘まむことでフック先端が回転し、フックと係止部の係合、及び凹部と凸部の嵌合が外
れ、容易にプリント板を取り外すことができるようになる。
【００１７】
　図４は、本発明の第１の実施形態におけるプリント板の固定構造の模式図である。図に
示すように、本実施形態の前面パネル３は、例えば、該前面パネル３の部材の一部を折り
曲げた形状に形成されたフック３ａ、および摘み部３ｂを備えている。
【００１８】
　フック３ａは、前面パネル３をプリント板収納本体２に装着する際に、係止部２ｄと係
合することにより前面パネル３をプリント板収納本体２に固定する役割を持つ。フック３
ａの先端には凹部３ｄが設けられている一方で、プリント板収納本体２の係止部２ｄには
凸部２ｅが設けられており、フック３ａと係止部２ｄが係合した際に、凹部３ｄと凸部２
ｅとが嵌合する構造となっている。
【００１９】
　また、摘み部３ｂは、フック３ａと係止部２ｄの係合状態を解消するために用いられる
。摘み部３ｂの略中央に位置する中央部３ｃは曲げ弾性率が低くなるように他の部分より
も細く形成されている。
【００２０】
　図４に示した構造によれば、プリント板の取り外し方向に衝撃を受けた場合であっても
、凹部３ｄと凸部２ｅとが嵌合しているためフック３ａと係止部２ｄがすべることが無く
、容易にフックが外れないようになる。また、保守の際にはフック３ａの後部に設けられ
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た摘み部３ｂを摘まむことで中央部３ｃが弾性変形してフック先端が図中矢印方向（フッ
ク３ａと係止部２ｄの係合、及び凹部３ｄと凸部２ｅの嵌合が外れる向き）へと回転し係
合状態及び嵌合状態が解消され、プリント板収納本体２から前面パネル３およびプリント
板１を容易に取り外すことができる。
【００２１】
　なお、本実施形態ではフック３ａ、摘み部３ｂ、および中央部３ｃを、前面パネル３を
構成する部材の一部を折り曲げた形状にすることで構成したものを例として説明している
が、これに限られるものではなくこれら各構成を別部材として構成してもよい。その場合
においては中央部３ｃの部材を、摘み部３ｂの部材よりも曲げ弾性率の低い部材を用いる
ようにしてもよい。
【００２２】
　図５は、図４の例とは逆に、前面パネル３が備えるフック３ａに凸部３ｅを設けると共
に、プリント板収納本体２の係止部２ｄに凹部２ｆを設け、プリント板１をプリント板収
納本体２に収納し、フック３ａと係止部２ｄが係合すると、凸部３ｅが凹部２ｆに嵌合す
る構造としたものであり、このようにしても図４の場合と同様の効果を得ることができる
。なお、凹部２ｆは図に示すように穴として形成しても良いし、エンボス加工などにより
形成してもよい。
【００２３】
　図６は、本発明の第２の実施形態におけるプリント板の固定構造の模式図である。本実
施の形態では、第１の実施形態と同様に、前面パネル３が備えるフック３ａの先端、及び
プリント板収納本体２の係止部２ｄに、それぞれ凸部または凹部を設けることにより、衝
撃などにより容易にフックが外れないように構成されている。
【００２４】
　また、本実施形態においては、摘み部３ｂは、曲げ支点Ｄにおいて曲げ加工することに
より形成されており、該摘み部３ｂの片方、曲げ支点Ｄからみてフック３ａ側が、前面パ
ネル３の板面垂直方向に対して延設される方向（図において上の方向）に傾斜するように
形成されている。
【００２５】
　図６に示した構造によれば、第１の実施形態と同様に、プリント板の取り外し方向に衝
撃を受けた場合であっても、凹部３ｄと凸部２ｅとが嵌合しているためフック３ａと係止
部２ｄがすべることが無く、容易にフックが外れないようになる。また、保守の際にはフ
ック３ａの後部に設けられた摘み部３ｂを、曲げ支点Ｄからみてフック３ａ側に設けられ
た傾斜に対して垂直方向から（斜めに）摘まむことで、摘み部３ｂの曲げ支点Ｄの部位が
弾性変形し、曲げ支点Ｄを中心としてフック３ａが図中矢印方向（フック３ａと係止部２
ｄの係合、及び凹部３ｄと凸部２ｅの嵌合が外れる方向）へと回転し係合状態及び嵌合状
態が解消され、プリント板収納本体２から前面パネル３およびプリント板１を容易に取り
外すことができる。
【００２６】
　なお、上述した実施形態では前面パネル３とプリント板収納本体２に設けた構造により
、衝撃に対する耐性を向上させた電子機器ユニットを示したが、これに加えて、補助的な
構造として、プリント板収納本体の上下もしくは後面に衝撃緩衝用フックを設け、該衝撃
緩衝用フックをプリント板に設けた凹部または凸部と係合させることで更に衝撃からの耐
性向上を図った電子機器ユニットについて説明する。
【００２７】
　図７は、プリント板収納本体２の後面に内部方向へと延設される衝撃緩衝用フック２ｇ
を設け、該衝撃緩衝用フック２ｇをプリント板１に設けた凹部１ｂまたは凸部（図示せず
）と係合させた構造を示している。このような構造を設けることにより、輸送中にプリン
ト板の取り外し方向に衝撃を受けた場合に、フック３ａと衝撃緩衝用フック２ｇとにその
力が分散されるので、フック３ａと係止部２ｄのみで衝撃に耐える構造と比べて衝撃に対
する耐性が向上する。
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　図８は、プリント板収納本体２の上面に衝撃緩衝用フック２ｇを設けた構造を示してお
り、この場合においても図７に示した構造と同様の効果を得ることができる。
【００２８】
　図９は、衝撃緩衝用フック２ｇを用いた別の構造を説明する図である。
　図９は、図１に示したプリント板１、プリント板収納本体２、前面パネル３の破線Ｂに
おける断面を図１における上側からプリント板１の板面に対して水平に見た場合の断面図
である。図９に示す電子機器ユニットの構造は、プリント板収納本体２に後面から内部へ
と延設する衝撃緩衝用フック２ｇを設け、プリント板１に穴等のフック受け部１ｃを設け
ており、プリント板１がプリント板収納本体２に収納されると、衝撃緩衝用フック２ｇの
先端がフック受け部１ｃと嵌合するようになっている。このように構成した場合にも、図
７，８と同様の効果を得ることができる。
【符号の説明】
【００２９】
　　１　　プリント板
　　１ａ　　コネクタ
　　１ｂ　　凹部
　　１ｃ　　フック受け部
　　２　　プリント板収納本体
　　２ａ　　ガイドレール
　　２ｂ　　壁面
　　２ｃ　　コネクタ
　　２ｄ　　係止部
　　２ｅ　　凸部
　　２ｆ　　凹部
　　２ｇ　　衝撃緩衝用フック
　　３　　前面パネル
　　３ａ　　フック
　　３ｂ　　摘み部
　　３ｃ　　中央部
　　３ｄ　　凹部
　　３ｅ　　凸部
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